
【　別　紙　】

【令和４年６月30日現在】

鹿児島運輸支局

性別 学年 区分 事業者名 船名 研修期間 乗船地 下船地 スケジュール

1 男 3年 甲板 折田汽船（株） フェリー屋久島２ 7月25日～7月27日 鹿児島港 鹿児島港

2 男 3年 機関 折田汽船（株） フェリー屋久島２ 7月25日～7月27日 鹿児島港 鹿児島港

3 男 専２ 甲板 鹿児島荷役海陸運輸(株) うりずん２１ 7月23日～7月28日 鹿児島港 鹿児島港

4 男 3年 機関 鹿児島荷役海陸運輸(株) うりずん２１ 7月23日～7月28日 鹿児島港 鹿児島港

5 男 3年 甲板 甑島商船(株) フェリーニューこしき 7月26日～7月28日 串木野新港 串木野新港

6 男 3年 機関 甑島商船(株) フェリーニューこしき 7月26日～7月28日 串木野新港 串木野新港

7 男 3年 甲板 コスモライン(株) プリンセスわかさ 7月27日～7月29日 鹿児島港 鹿児島港

8 男 3年 機関 コスモライン(株) プリンセスわかさ 7月27日～7月29日 鹿児島港 鹿児島港

9 男 3年 甲板 十島村 フェリーとしま２ 7月29日～7月31日 鹿児島港 鹿児島港

10 男 3年 機関 十島村 フェリーとしま２ 7月29日～7月31日 鹿児島港 鹿児島港

11 男 3年 甲板 マリックスライン(株) クィーンコーラルプラス 7月25日～7月28日 鹿児島港 鹿児島港

12 男 3年 機関 マリックスライン(株) クィーンコーラルプラス 7月25日～7月28日 鹿児島港 鹿児島港

13 男 3年 甲板 マリックスライン(株) クィーンコーラルクロス 7月23日～7月26日 鹿児島港 鹿児島港

14 男 3年 機関 マリックスライン(株) クィーンコーラルクロス 7月23日～7月26日 鹿児島港 鹿児島港

15 男 3年 甲板 マルエーフェリー(株) フェリー波之上 7月28日～7月31日 鹿児島港 鹿児島港

16 男 3年 甲板 マルエーフェリー(株) フェリー波之上 7月28日～7月31日 鹿児島港 鹿児島港

17 男 3年 機関 マルエーフェリー(株) フェリーあけぼの 7月26日～7月29日 鹿児島港 鹿児島港

18 男 3年 甲板 マルエーフェリー(株) フェリーあけぼの 7月26日～7月29日 鹿児島港 鹿児島港

19 男 3年 甲板 三島村 フェリーみしま 7月26日～7月28日 鹿児島港 鹿児島港

20 男 3年 機関 三島村 フェリーみしま 7月26日～7月28日 鹿児島港 鹿児島港

甲板 10 海洋科３年 19
機関 9 専攻科２年 1
甲板 1 20
機関 0

20

「鹿児島～十島～名瀬」間
を１往復

令和４年度　インターンシップ予定表

「鹿児島～屋久島」間
を毎日１往復

「鹿児島～沖縄～大阪～鹿児島」間
を１航海

「串木野～甑島」間
を毎日２往復

「鹿児島～種子島」間
を毎日１往復

計

「鹿児島～名瀬～亀徳～和泊～与論～本部～那
覇」間を１往復

「鹿児島～名瀬～亀徳～和泊～与論～本部～那
覇」間を１往復

「鹿児島～三島」間
を２往復

参
加
内
訳

海３ 学年別

専２
計
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現場リポート

鹿児島水産高校生が船員業務を体験
～県内の旅客船・貨物船でインターンシップ～

第　　　号　令和　　年　　月　　日（木）
九州運輸局メールマガジン　フォトライブラリー
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主催

実施日：令和４年１１月１６日（水） 九 州 運 輸 局 福 岡 運 輸 支 局 ・ 若 松 海 事 事 務所

順序 項目 時間 概      　　 要 備　　　考

1 出発 8:40 八児小学校正門前（５年生６２人、先生４人、計６６人） 大型バス２台　８:３０分までに配車予定

2 移動（バス）　※40分 8:40～9:20 （八児小学校 ⇒ 新門司フェリーターミナル）
見学内容、海事産業等の説明（運輸局職員）
海の仕事に関するDVD視聴

3
フェリー及びターミナル見学
※６0分

9:30～10:30
船内見学
フェリーによる物流、船員の業務等の説明
※全体集合写真の撮影（運輸局職員）

ご担当：（株）名門大洋フェリー
新門司支店　椿井支店長　様
連絡先：093-481-1780

4 移動（バス）　※20分 10:35～10:55 （フェリーターミナル ⇒ 太刀浦コンテナターミナル）

5 11:00～12:15
北九州港、コンテナターミナルの説明
コンテナターミナル見学（バス車内及び屋上より）

ご担当：（一社）北九州港振興協会 中津留　様
連絡先：093-321-5900

6 12:15～13:00 昼食

7 移動（バス）　※35分 13:00～13:35 （太刀浦コンテナターミナル ⇒ 旭洋造船）

8
旭洋造船見学
※80分

13:40～15:00
造船業の説明
構内見学
※全体集合写真の撮影（運輸局職員）

ご担当：旭洋造船株式会社　総務部　中本次長
様
連絡先：083-246-2501

9 移動（バス）　※50分 15:00～15:50 （旭洋造船 ⇒ 八児小学校）

10 解散  16:00 八児小学校正門前 見学会終了

◎貴船小学校　〒802-0074 福岡県北九州市小倉北区白銀２丁目８−１　 （電話：093-921-3971）　

◎福岡運輸支局（門司港庁舎）　北九州市門司区西海岸1-3-10 （電話：093-322-2700　携帯：090-7581-7031）　※２名乗車予定

海事産業見学会の行程表

太刀浦コンテナターミナル

※120分（内、昼食45分）



現場リポート

◆小学生向け「海事産業見学会」を実施
～暮らしに不可欠な海運、港湾、造船の重要性を学習～

九州運輸局メールマガジン　フォトライブラリー
第463号　令和４年12月22日（木）

造船所には大きな船体ブロックがたくさんありました 進水間近の船舶で説明を受けました

コンテナターミナルの役割を学びました

船外でも船の設備について学びましたフェリーの車両甲板内はどうなっているのか学習

福岡運輸支局及び若松海事事務所は、海事思想の普及活動の一環で、海の仕事を「見て・

聞いて・学ぶ」海事産業見学会を令和4年11月16日に開催しました。

バス車内からコンテナ荷役を見学しました

見学先：（株）名門大洋フェリー、太刀浦コンテナターミナル、旭洋造船（株）

共催：公益財団法人九州運輸振興センター

対象：北九州市立八児小学校 小学５年生６２人、先生５名



1

（様式１）

令和４年１１月  日

九州運輸局海事振興部船員労政課 御中

所 在 地 香川県観音寺市室本町 412 番地

名  称 有限会社 三原汽船

担当者名 大村 千恵子  印

就業体験（予定）者通知書

標記について、下記のとおり通知します。

記

１．乗船者

① 学 校 名    宮崎県立宮崎海洋高等学校 海洋科学科

② 氏名（学年） 黒木 聖矢 （クロキ セイヤ） （漁業系２年生：航海）

               野崎 貴理人（ノザキ キリト） （漁業系２年生：航海）

          溝ノ口 光 （ミゾノクチ ヒカル）（漁業系２年生：航海）

          山本 天駕 （ヤマモト タイガ） （漁業系２年生：航海）

③ 体験者数  ４名

２．乗船船舶

① 船 名（G/T）  ＨＡＫＫＯひなた（4,999G/T）

② 用 途     内航ＲＯＲＯ船

３．乗船期間

令和 4 年 11 月 29 日～令和 4 年 12 月 3 日 5 日間

４．乗下船地     （乗船地）宮崎港、（下船地）宮崎港

５．日  程     別紙スケジュールのとおり



2

別 紙

乗船スケジュール

１．実施期間

  令和 4 年 11 月 29 日(火)～12 月 3 日(土)

２．日    程

●令和 4 年 11 月 29 日(火)

08:00    宮崎港（7 号岸壁）集合（乗船）インターンシップ開始

10:30   宮崎港 出港

13:00   細島港 入港

17:00   細島港 出港

●令和 4 年 11 月 30 日(水)

07:00   堺泉北港 入港

16:00   堺泉北港 出港

●令和 4 年 12 月 1 日(木)

05:30    宮崎港 入港

10:30   宮崎港 出港

13:00   細島港 入港

17:00   細島港 出港

●令和 4 年 12 月 2 日(金)

07:00   堺泉北港 入港

16:00   堺泉北港 出港

●令和 4 年 12 月 3 日(土)

05:30   宮崎港（7 号岸壁）入港

07:00   下船、インターンシップ終了



1

（様式１）

令和４年１１月  日

九州運輸局海事振興部船員労政課 御中

所 在 地 香川県観音寺市室本町 412 番地

名  称 有限会社 三原汽船

担当者名 大村 千恵子  印

就業体験（予定）者通知書

標記について、下記のとおり通知します。

記

１．乗船者

① 学 校 名    宮崎県立宮崎海洋高等学校 海洋科学科

② 氏名（学年） 黒木 朝日（クロギ アサヒ） （漁業系２年生：航海）

          浜辺 愛唯（ハマベ メイ） （漁業系２年生：航海）

          栁田 顯真（ヤナギダ ケンシン）（漁業系２年生：航海）

③ 体験者数  ３名

２．乗船船舶

① 船 名（G/T）  ＨＡＫＫＯひなた（4,999G/T）

② 用 途     内航ＲＯＲＯ船

３．乗船期間

令和 4 年 12 月 6 日～令和 4 年 12 月 10 日 5 日間

４．乗下船地     （乗船地）宮崎港、（下船地）宮崎港

５．日  程     別紙スケジュールのとおり



2

別 紙

乗船スケジュール

１．実施期間

  令和 4 年 12 月 6 日(火)～12 月 10 日(土)

２．日    程

●令和 4 年 12 月 6 日(火)

08:00    宮崎港（7 号岸壁）集合（乗船）インターンシップ開始

10:30   宮崎港 出港

13:00   細島港 入港

17:00   細島港 出港

●令和 4 年 12 月 7 日(水)

07:00   堺泉北港 入港

16:00   堺泉北港 出港

●令和 4 年 12 月 8 日(木)

05:30    宮崎港 入港

10:30   宮崎港 出港

13:00   細島港 入港

17:00   細島港 出港

●令和 4 年 12 月 9 日(金)

07:00   堺泉北港 入港

16:00   堺泉北港 出港

●令和 4 年 12 月 10 日(土)

05:30   宮崎港（7 号岸壁）入港

07:00   下船、インターンシップ終了



海事産業見学会行程

〇参加団体

上天草市立阿村小学校  ５年生１１名 引率先生３名 計１４名

（随行者：熊本運輸支局２名、熊本内航海運連合会 3 名、振興センター1 名）

〇実施日

令和５年３月６日（月）

〇当日の行程案

８：３０ 合津港発（熊本県海運組合前集合）

┃   （旅客船）

９：１５ 八代港着

９：２０ 出発

  ┃   （貸切バス）

９：３０ 熊本ドック(株)着

    【 ９:３５～１０:１０ 造船所施設見学】

    【１０:１０～１０:４５ 熊本県海運組合の出前講座】

１０：５０ 出発

  ┃

１１：００ 八代港コンテナターミナル着

  ┃   （施設見学）

１１：５５ 出発

  ┃

１２：００ 八代運動公園着

  ┃   （昼食）

１３：００ 出発

  ┃

１３：０５ ヤマハ熊本プロダクツ到着

      （施設見学）

１３：５５ 出発

  ┃

１４：００ くまモンポート八代着

┃   （施設見学）

１４：４０ 出発

  ┃

１４：５０ 八代港着

１５：００ 出発

  ┃   （旅客船）

１５：４５ 合津港着（熊本県海運組合前解散）

※ヘルメットは当方で準備します。



海事産業見学会　　　　　上天草市立阿村小学校　　　　   令和5年3月6日（月）　　於：八代港周辺

ヤマハ熊本プロダクツで集合写真

熊本ドックで船の種類や役目を聞く

NHKの方から見学会についてインタビュー ヤマハ熊本プロダクツの職員の方にお礼

熊本ドックで集合写真造船所の施設について説明を聞く

八代港コンテナターミナルでターミナルの役割を聞く ガントリークレーンの前で集合写真八代港コンテナターミナルに到着


